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すなわち, 以上の研究成績か ら, 不可欠脂酸は副腎皮質ホルモンの生合成に重要な役割を果 しており,
したがって生体内不可欠脂酸の欠乏に際しては, 当該個体の副腎皮質機能は著 しく減弱 し, 健常時はとも
か くとしても, 各種の stress 下においては当該個体の副腎皮質はその個体が要求するだけの皮質ホルモ
ンの需要には応 じ得なくなるのもと考え られるのである｡
本研究では, 上述の共同研究者が兄いだし得た生化学的ならびに組織学的研究成績杏, さらに微細構造
学的見地か ら再検討する意味で, W istar 系雄性白鼠を用い, 各種の飼料で約 3 か月間飼育 したこれら白
鼠に対 し, ホルマ リン注射, 飢餓, A C T H 注射, 脳下垂体易U出等の諸条件を負荷 し, その際当該個体の
副腎皮質, なかんず くその束状層がいかなる所見を示すかを電子顕微鏡学的に追究 したものである｡
生体内代謝過程に重要な役割を演 じていると考え られている糸粒体, 脂質顕粒, 小胞体等を主な細胞内
オルガネラの観察対称 として追求 した結果次の所見を得た｡




(2) 不可欠脂駿欠乏試獣に対 し, 各種の条件を負荷すると, 当該試獣の副腎皮質束状層の細胞は早期か
ら高度の細胞内オルガネラの疲悠性変化を示 し, かつその健常状態- の復帰が著 しく遅延する｡
(3) かかる細胞内オルガネラの示す疲優性変化の主なものは, 糸粒体の数の減少ならびにその内部構造
の変化, 空胞形成, 徽純な脂質頼粒の消失, 滑面小胞体の脱落等であるO
(4) それに反し, 副腎皮質機能の健常に保たれている脂質食群の試獣においては, たとえその下垂体副
腎皮質系機能を克進せしめるなどの条件を負荷しても, 糸粒体は増加 し, 滑面小胞体の発達が認めら
れ, かつ微細な脂質煉粒が終始存在 し, それが全 く消失 しつ くすことは少なく, また粗大な脂質筋粒
の出現を見ることもなく, すみやかに健常状態に復する｡
(5) したがって, 副腎皮質機能を健常に保持するためには, 不可欠脂酸が充分に投分されなければなら
ない｡ 要するに, 個体の副腎皮質機能はそこに存在する不可欠脂酸量によって大きく左右される｡
(6) 副 腎皮質来状層の細胞内に存在する糸粒体の内部構造は, 電子顕微鏡学的にみて steroidhorm one
の生合成に関与する臓器にみられるものと同様の構造を示 して, その他の臓器にみられるものとは著
しく趣を異にしている｡ しかしてかかる束状層細胞内に存在する糸粒体は glucocorticoids の産生に
大きな役割を演 じていると考えられるものである｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
青柳の外科教室における研究結果か ら, 不可欠脂酸は副腎皮質ホルモンの生合成に重要な役割をはたし
ており, したがって生体内不可欠脂酸の欠乏にあたっては, その個体の副腎皮質機能は著 しく減弱し各種
の Stress 下ではその個体の副腎皮質はその個体の要求するだけの皮質ホルモンの需要には応じえな くな
るものと考えられる｡
そこで石丸は, 各種の飼料で飼育した白鼠に,種々の Stress,たとえば, ホルマ リン注射, 飢餓, A C T H
注射, 下垂体別出などを負荷して, その際の各個体の副腎皮質なかんず くその束状層の示す変化を電子顕
微鏡学的に追及して, この間の消息を吟味した｡
その結果 1) 不可欠脂酸の欠乏した食餌投与試獣群の副腎皮質束状層の細胞は, その安静時にあって
も, 健常試獣にくらべると, 糸粒体が大小不同となり, また同時にその内部構造が乱れがちである｡ もち
ろん徽純な脂質覇粒の数も少なくなる｡
2) そしてまた不可欠脂酸欠乏食餌投与試獣群に上記の各種 Stress を負荷すると, それ等各試獣の副
腎皮質束状層の細胞は早期か ら高度の細胞内オルガネラの疲優性変化を示 し∴かつ, その健常状態- の復
帰が著 しく遅延する｡
3) これに反し, 脂質食餌投与群の試獣ではかかる疲慣性変化が少なくて, すみやかに健常状態に復帰
するなどの事実を確認した｡ すなわち電子顕微鏡的所見か らも, 個体の副腎皮質機能は, そこに存在する
不可欠脂酸量のいかんによって大きく影響をうけるものであると言いうる｡
このように本研究は学術的に非常に有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定
する｡
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